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233第 10 号　2015（平成 27）年度
ノディングスのケアリング論から保育実践への認識論的，倫理的示唆―受容性の概念に着目して―
検討し、保育実践の認識論的，倫理的次元を理論化するための示唆を得ることを試みた。
　初めにノディングスのケアリング論を受容性の概念に着目して考察した。ノディングスのケアリング
論においては自分の目的に従って対象を変えようという操作的，同化的なモ ドーから受容的なモー
ドへの移行によってありのままの対象を理解することができるのみならず，対象との出会いが自分
自身の変容をももたらすことが強調されていた。こうしたプロセスは対象をそれが現れるがままに受
容するという受動的側面と，自分自身そうした対象との出会いを通して変容し，対象に対する応答
のあり方を考え実践していくという能動的側面を併せ持つものであった。ケアリングにおいては対象
（他者）の理解という認識論的次元とそうした理解に基づく対象に（他者）対する応答のあり方の
決定（「私はしなければならない」）という倫理的次元が統合されていた。ノディングスのケアリング
論は保育者が子どもの理解に応じて保育目的を変化させ，新たな保育目的を形成していくプロセ
スを理論化する可能性を内包するものであった。
　続いてケアリング理論の考察を通して得られた以上のような示唆を具体的な保育実践の理解へ
つなげるために津守真の保育実践記録の分析を試みた。ここではS夫という子どもを受容するこ
とを通した津守の理解の変化と，S夫への応答としての新たな保育目的（「私はしなければならな
い」）の形成過程を見た。
　本稿で残された課題を二点指摘したい。第一に本稿ではノディングスのケアリング論のみを検
討の対象とし，近年のケアリングを巡る様 な々研究の成果を考察の俎上に乗せることはできなかっ
た。保育実践を理論化する上でケアリング理論がもつ広範な可能性について汲みつくすためには
他の論者のケアリング論についても検討することが求められるだろう。
　第二に，ノディングスのケアリング論では受容が生じるための条件（操作的，同化的モ ドーの放
棄）については述べられているものの，実際に受容が生じる際のメカニズムについては明らかにさ
れていなかった。自然なケアリングや津守の実践で見たように倫理的なケアリングから自然的なケア
リングへの移行の過程において，保育者が子どもを受容する際にどのような心理的プロセスが生じ
ているのかを明らかにする必要がある。このような研究は保育実践を理論化するための実践的認
識論の確立の準備作業となるだろう。
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〈注〉
	 1）	佐伯（2013）は村井実がこの問題の解決を「欲する」という命題を人と人との関係における「訴え」という命題
へと変質させることに見ていたことを指摘している。	
	 2）	1984 年出版の初版では関係的アプローチ（relational	approach）は女性的アプローチ（feminine	approach）と
されている。
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